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三重病院

Road to 2020
〈第6回〉 女子ユースアジア選手権に帯同して

　2015年8月27日から9月3日まで、インド・ニューデ
リーで開催されました第6回女子ユース（U17）アジア選
手権に日本代表チームの帯同ドクターとして参加しまし
た。帯同ドクターという仕事は、選手、スタッフのコンディ
ショニングを整えることが最も大きな役割です。インドと
いう気候としてもとても暑く、また衛生的にも決して良
いとは言えない環境であるため、特に胃腸症状に注意を
払いながら選手の体調管理を行いました。

　選手たちはみな高校生で、初めての海外遠征という
子もたくさんいます。衣食住のすべてががらりと変わる
状態ですので、とにかく精神的不安がないように会話す
ることを心がけました。やはり生活を共にしながら、ハン
ドボール以外のことをたくさん会話することで、お互い
の理解も進みますし、自分の状況をすすんで話をし、ま
た私からのアドバイスにも耳を傾けてくれるようになりま
す。短期間で仲間となるには何よりお互いに目を合わせ
ながら話をすることだと改めて感じた時間でした。

　ハンドボールでは、日本の前には韓国の高い壁があり
ます（先日のリオ五輪予選でも敗れました）。韓国女子
チームはオリンピックで金メダルを獲得したこともあり、
ジュニア世代から一貫した強化体制があります。この大
会でも韓国に敗れ銀メダルに終わりました。しかしなが
ら強い相手に離されまいと立ち向かっていく姿は日本の
未来を感じさせてくれました。ハンドボールから離れると
17歳の女子高生たちですが、『今何をするべきか』という
ことに対しての切り替えの早さは、『さすが日本代表にな

るまで心身ともに鍛えられて
いる』と見習うべきものでし
た。わたしも長期入院の子ど
もたちを預かる小児科医とし
て、『今何が大切か』を指導し
てきたいと思います。

　長期の不在でご迷惑をお
かけしました患者さん、スタッ
フにあらためて御礼を申し上
げます。ありがとうございま
した。　（小児科  貝沼 圭吾）
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